
仕 様 書

令和8年2月

国土交通省九州地方整備局

別府港湾・空港整備事務所

令 和 ８ 年 度 標 識 灯 監 視 業 務 （ 別 府 港 ・ 大 分 港 ）



※凡例・・・○印は監視対象を示す。

○

令和8年9月

令和8年8月

令和8年7月

令和8年6月

令和8年11月

○

○

令和9年2月 ４回 ○ ○

令和8年10月 ４回 ○ ○

４回 ○ ○ ○

５回 ○ ○ ○
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業務仕様

1

（３） 　監視回数は、４．業務内容に掲げる各業務につき、それぞれ以下のとおりとする。

（２） 　標識灯の点灯が視認されないなどの異常を発見した場合は、直ちに当局職員に緊急連絡を行うものとす
る。緊急の連絡系統については、契約後協議するものとする。

箇所

５回 ○ ○ ○

令和8年5月

１． 業務概要

　本業務は、別府港(石垣地区)に設置している標識灯及び大分港（大在西地区）岸壁ケーソン・大分港(大在地
区)防波堤(東)背後のケーソン仮置き場所に設置している標識灯の監視を行うものである。

２． 業務場所

　別府港石垣地区
　大分港大在地区

標識灯監視①

業　務　名　称

別府港防波堤(北側) 箇所 1

摘　　　要数　量単　位規　格　・　形　状　寸　法

５回 ○ ○ ○

４回 ○ ○

４． 業務内容

標識灯監視③ 大分港岸壁(-9m)取付部

年　　　月 監視回数 標識灯監視① 標識灯監視② 標識灯監視③

（１） 　標識灯の監視は、原則週1回（月曜日、水曜日又は木曜日を想定）、日没以降に陸上から点灯状況の視認
を行うものとする。

５．

標識灯監視② 別府港防波堤(南側) 箇所

標識灯監視④ 大分港ケーソン仮置き場所

４回 ○ ○

○

○

合　　　　　計 53　回 53　回 53　回

令和8年12月 ５回 ○ ○ ○

令和9年1月 ４回 ○ ○ ○

令和9年3月 ５回 ○

○

○

○

15回

標識灯監視④は2回○

箇所 1

　大分港坂の市地区

標識灯監視④ 摘　　要

４回 ○ ○ ○

令和8年4月

○

３． 履行期間

　令和8年4月1日から令和9年3月31日までとする。



【 提出先 】 別府市石垣東10-3-15

国土交通省 九州地方整備局 別府港湾・空港整備事務所　保全課

電話：０９７７－２１－０１７２

　その他、本仕様書に記載の無い事項について疑義が生じた場合は、当局職員と協議すること。

８． その他

（４） 　監視業務の履行確認は、月ごとに御社書式による報告書の提出により行うものとする。なお、報告書には
業務実施状況写真を添付の上、提出するものとする。

６． 検査方法

　１ヶ月毎に適合した給付がなされていることを当局職員が確認することにより検査する。

７． 支払条件

　支払いについては、3ヶ月分を翌月以降に支払うものとし、給付の完了の確認又は、検査を終了した後、適法
な支払い請求書を受領した日から30日以内に支払請求書記載の銀行口座へ振込による方法により支払う。



位置図（別府港）
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 位置図（別府港） S=1/4,000

国土交通省 九州地方整備局 別府港湾・空港整備事務所

令和8年度　標識灯監視業務(別府港・大分港)
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国土交通省　九州地方整備局

別府港湾・空港整備事務所

標識灯監視①

標識灯監視②

別府港防波堤(北側)

別府港防波堤(南側)



多目的広場
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S=1/10,000位置図（大分港）
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令和8年2月

－

位置図（大分港）

令和8度 標識灯監視業務(別府港・大分港)

標識灯監視③

大分港岸壁(-9m)取付部

防
波
堤
（
中
）

標識灯監視④
大分港ケーソン仮置き場所


